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液中より僅か大きいだけであった。結局，中性アミノ酸は合水溶媒中でも双極イオンとして存在

するので，非水溶媒ではなく合水アセトンなどで滴定するほうが好結果が得られる。

ゲルクロン酸転移イソ酸素欠損痕： Gunnラ.. ，トおよび

Wis tar系ラ＇＇／トの比較

永井総子，高橋美恵，本間 浩，松井道夫，棚瀬久雄＊

〔日本薬学会第 107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 演者らは，市販 Wistar系ラットの中に， Androsterone(AN）に対するグルクロン酸

転移酵素（GT）が欠損しているミュータント CW）を発見し，その育成を行なっている。 Bilirubin

(BL) GTが欠損している Gunn(G）ラットは， 1934年に発見された Wistar系ラットのミュータ

ントであるが， BLGT欠損症による黄症を維持するために，種々の系統のラットと交配されて

おり，黄痘以外の遺伝形質はコロニーにより異なる可能性がある。今回，三共・安全研で Wis-

tar-Imamichiと交配後， 20年以上にわたり育成している Gラットの肝GT活性，硫酸転移酵素

(ST）活性および CytochromeP-450(P-450）含有量を測定して， W ラットの酵素活性と比較し

た。

〔方法〕 雌雄 Gラットおよび W ラットの肝ミクロゾーム CM分画〉は基質として AN,BL, 

Testosterone (TS), 4-Nitrophenol (NP）および 2-Aminophenol(AP), GT活性剤として Digi”

tonin (DG), Triton X-100 (TR）または N帽 Nitrosodiethylamine(DE）を用いて測定した。 ST

活性 cc分画〉は， NP, AN, Cortisol (CT）を基質として測定した。 P-450含有量は常法に従

い測定した。

〔結果・考嬢〕 BLGT活性は， Gラットには欠損しており， W ラットでは高い活性を示したo

ANGT活性は W ラットでは非常に低いが， Gラットは高い活性を示した。 APGT活性と NP

GT活性は， Gラットのほうが W ラットに比べて低いが， DE等の添加により W ラットとほぼ

同じ活性に上昇した。 TSGT活性， ST活性および P-450含有量には大きな相違はみらなかっ

た。

＊三共・安全性研究所
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